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ABSTRACT 
A survey was conducted regarding the relationship between consciousness and stress on 
232 adult to elderly women who have experienced care at home. The care standard form 
of consciousness test consists of thirteen items， including old J apanese cultural factors. One 
hundred and sixty-four participants (60.4%) felt stress when they did home care. 
Although， no relationship between standard consciousness and stress feeling was apparent， 
it was demonstrated that home caretaker displayed recognized shame consciousness. 
(Accepted on 9 September， 2003) 

















































判定方法; いつも思う 5点， よく思う 4点， 時々思う 3点，






































年齢構成 20歳代 39 17.0 
30歳代 30 13.0 
40歳代 69 30.0 
50歳代 74 32.0 
60歳代 18 7.8 
70歳代 2 0.4 
家族構成 単独世帯 23 10.0 
夫婦のみの世帯 17 7.3 
夫婦と未婚の子 70 30.2 
ニ世代世帯 62 26. 7 
片親と未婚の世帯 27 11. 6 























74 31. 9 
142 61. 2 
16 6.9 
205 88.4 
1 4. 7 
16 6.9 
31 13.4 

















田子i 因子2 悶子3 因子4 因子5
第l因子世間体を意識した行動様式 あなたは体裁を気にするほうですか 0.874 0.054 0.154 0.01 0.029 
人前で恥ずかしい患いをしたくないと患いますか 0.72 0.18 -0.054 -0.036 -0.015 
人の目や噂を気にするほうですか 0.715 0.14 0.136 0.368 0.172 
まわりの人からよく思われたい 0.68 0.175 0.063 0.27 O. 105 
人に笑われるような行動をしないように気をつけている 0.63 0.071 -0.057 -0.13 0.043 
第2因子 役割意識 妻-嫁ー 子供が親の介護をするのは当黙と思いますか 0.176 O. 76 0.123 0.07 O. 106 
介護をするのは自分の役割であると思いますか 0.08 0.64 0.3 0.076 -0.125 
第3因子直接的報恩 介護をするのは親に患や義理を感じるからである 0.071 O. 128 0.81 -0.05 0.068 
ものごとは今まで通りやっていればすべてうまくいく 0.186 -0.09 0.48 0.079 -0.147 
第4国子集団意識 何かする時は人の意見を開いてからにする 0.057 0.07 -0.06 。.867 -0.08 
まわりの体制に合わせて行動をする 0.324 0.153 0.096 0.51 0.097 
第5因子家族内の勢力関採 家族内で妻や嫁の立場は弱い 0.19 0.027 0.02 0.06 0.861 
























4.631 1.78 1. 74 1. 343 1.175 
20.5 13. 1 9.6 9.1 























質問項自 介護者全体 ストレス有群ストレス無群 P値
(nニ232) (n二161) (nニ71)
1.まわりの体制に合わせて行動する 3.40土0.80 3. 43:t0. 76 3.34土0.88 N.S. 
2.従来どおりやっていればうまくいく 2. 29:t0. 76 2.32土0.79 2.25:t0.67 N.S. 
3.何かするときは人の意見を聞いてから 3. 33:t0. 71 3. 26:t0. 70 3. 48:t0. 71 N.S. 
4.人の百や噂を気にする 2.96土0.84 3.01土0.85 2.85ごと0.82 N.S. 
5. まわりの人からよく思われたい 2. 83:t0. 79 2.85ごと0.77 2. 78:t0. 87 N.S. 
6.人前で恥ずかしい思いをしたくない 3.47土0.82 3. 49:t0. 81 3.50土0.84 N.S. 
7.体裁を気にする 2. 94:t0. 77 3.01土0.76 2. 78士O.78 P<.05 
8. 人に笑われるような行動をしないように気をつける 3. 25:t0. 94 3.24土0.93 3.27:t0.97 N.S. 
9.家庭内で妻や嫁の立場は弱い 2.68こと0.95 2. 80:t0. 94 2.44ごと0.92 P<.01 
10.妻・嫁・子供が介護するのは当然 2. 79:t0. 92 2.80土0.89 2. 79:t0. 99 N.S. 
11.介護をするのは親に恩・義理を感じるから 2.73土1.06 2.75:t1.01 2. 68:t1. 16 N.S. 
12.介護をするのは自分の役割である 3.33:t0.94 3.26土0.87 3. 49:t 1. 08 N.S. 
13.両親や連れ添った者の介護をしないのは恥じ 2.57土0.96 2.60土0.95 2. 52:t0. 99 N.S. 
合計 36.08:t5.6 36.29:t5.6 35.61:t5.4 N.S. 
N.S，有意差なし
表 5 介護者の役蔀別にみた規範意識(平均値:tSD)
質問項目 介護者全体 配偶者 娘 嫁 PfI直
(n二232) (n二31) (n二92) (n二109)
1.まわりの体制に合わせて行動する 3.40:t0.80 3.27こと0.983.39:t0.78 3.45土O.76 N.S. 
2.従来どおりやっていればうまくいく 2.29:t0.76 2.40:t0.86 2.28こと0.732.28:t0.74 N.S. 
3.何かするときは人の意見を聞いてから 3.33:t0.71 3.27土0.943. 37:t0. 71 3.31土0.65 N.S. 
4.人の目や噂話を気にする 2.96:t0.84 2.73:t0.98 3.11土0.912. 89:t0. 72 P<.05 
5.まわりの人からよく思われたい 2.83土0.792.53土0.902. 92:t0. 86 2.84士0.70 P<.05 
6.人前で恥ずかしい思いをしたくない 3.47:t0.82 3.47:t0.86 3.46土0.833.49:t0.80 N.S. 
7.体裁を気にする 2. 94:t0. 7 2.70土0.953.03:t0.78 2.93士0.70 N.S. 
8.人に笑われるような行動をしないように気をつける 3.25:t0.94 3.20:t0.84 3.15土1.0 3. 35:t0. 90 N.S. 
9.家族内で妻や嫁の立場は弱い 2.68土0.952.47土0.942. 65:t0. 90 2.78土0.99 N.S. 
10.妻・嫁・子供が介護するのは当然 2. 79土0.922.50:t1.01 2.87土0.892.81土0.89 N.S. 
11.介護をするのは親に思・義理を感じるから 2. 73:t1. 06 2.53土1.0 2.69:t1.03 2.81:t0.96 N.S. 
12.介護は自分の役割である 3. 3:t0. 94 3. 20:t0. 93 3.45土0.953. 27:t0. 94 N.S. 
13.両親や連れ添った者の介護をしないのは恥じだと思う 2.57:t0.962.47土1.042.60:t0.98 2.58:t0.94 N.S. 
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